
東京六本木ロータリークラブ

　私、新潟県加茂市という、昔の桐箪笥の産地の
出身で、箪笥屋の娘で育ちました。今は新潟県長
岡市の長岡造形大学で教鞭を取っております。私
はリフォームの仕事も多いんですが、新築の仕事
や小さな照明器具、家具など色々デザインしてお
ります。
　私が関わったいくつかの例を紹介させていた
だきます。長岡市のセレクトショップは正方形で、
豪雪地帯にもかかわらず中庭を取りこんでおりま
す。住宅程度の大きさで、真ん中部分のガラスの
シリンダーはクライアントの奥さんの希望でコス
ト調整の時にもボツにならず残りました。こういう
ちょっと変わったポイントがあるだけで、お店の名
前を覚えてもらえなくても、あのガラスのシリンダー
のあるお店だよというふうに口伝えに広がってい
くのが店舗造りの１つのポイントかなと感じてい
ます。竜巻やゲリラ豪雨など、ここ数年で自然災
害の規模も変わり、この曲面ガラスもコストの許
す限り分厚いガラスを使っております。
　次は東京の根津の、間口が３m、奥行きが１２m
の小住宅です。ビフォーアフターをご覧になった
クライアントが定年退職を機に建て替えを計画さ
れました。商業地域でもあるので４階建ての鉄骨
造を提案させていただきました。１階は三方建物
に囲まれて採光もいまひとつなので、２階に食堂
やら水回り、３階と４階にお部屋という設計になっ
ています。とにかく明るい家にしてくださいとい
うのが希望で、色々な工夫で実現できたと思って
います。
　リフォームに関しては、震災が起こる前から日
本人の建物への指向性が変わったという兆候が
表れておりました。戦後の住宅難の中、新築、持

家という状態でずっと
きていたんですが、５、
６年前から３０代の若者
を中心に首都圏のマ
ンションでは新築より
も中古の人気が高まっ
ておりました。「中古
マンション買ってリ
フォームが正解」とい
う本を２０１０年の暮れに出させていただいたん
ですが、まさかその次の年の３月１１日に大震災
が起こるとは思ってもみませんでした。住宅の
寿命がアメリカでは４４年、イギリスは７５年とい
われる中、日本は３０年以下で、スクラップアンド
ビルドを繰り返すフロー型の社会からストック
型の社会への転換が急務だと言われて来たわ
けです。震災以後、日本でも省エネに対する意
識が猛然と高まり、いろんな動きが起こってい
ます。
　次は新小岩の物件で、私がビフォーアフター
で携わったものです。お寿司屋さんのご主人が
亡くなられ、看板も下ろしたあとの建物を住宅
用にリフォームしたいと応募されたもので、非
常にお洒落で建物も立派なものでしたが、土間
はあるし厨房もプロ用でしたので、バリアフリー
の要素も入れてリフォームさせていただきました。
この件ではビフォーアフター大賞のキッチン水
回り部門で第３位をいただきました。オンエア
が９月７日か１４日に予定されております。多くの
方にご覧いただければ、関係者一同喜ぶと思い
ます。よろしくお願いいたします。
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